
濃煙 ・熱気内で活動する消防隊員の労働負担について

Study on physlOlogical changes In human bOdy under hot and smoky envlfoments 
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昭和631手中.iII煙参事t¥が充縄ずる環線下での消防活動が予怨される都市型耐火建物火災は 東京消

防庁管符区蟻内では.1380件付階以上1068件}に遣している.

本研究は 消防活動会行う隊員の安全と効率化に貸するため.漫媛 県気内で人命倹索行動抱当の負荷

.，人の隊員が実施し.そのときの労働負但について調査を行った.主な結果は次のとおりである.

l 寓温想環境は、常温環境に比べ隊員の身体に大きな労働負担を及ぼしてS寄り I 長時間の消防活動は厳し

L‘. 
2 巾腰姿"は1 やや育"鎖した箆~に比ぺ労働負担が大き 〈 このよう生援努での畏時間の行動は健しい.

3 検禦に対する注意が集中すればするほど.感覚による行動可能時聞の但樫は錐しい.

1'0 investigate the effects o{ firefighting。凹ratio田 by[・，，[・ghters・nantI-fire coats in the high 
temperature room. we have researched the change of 9 healthy (ire(ighters who were working for 11 

minutes in the hot environment chamber at about 25・C，50・Cand 3t about 40% of the relative humidty 
rhe physiological parameters were heart rate. air conslJmpt・on，and respir310ry rate 
1'he result of the experiments are as foHows 

1. The labor load of firefighting operations under the hot environmenl is heavier Ihan undcr the 

environment al about 20・C. Firefighters afe unable to go on workig for a long time 
2. The labor load of 針。opingis heavier Ihan thal of walking with a standing凹 slure

Fire(ighters are unable to go on it for a long time 

3. It is dif仏cu¥tto calch hold of firefighting 0院 rationstime by their sense during firdighting 

。pertaionsunder the hot and dense smoke environment 

目 的

近年.，宮市建築物M 建築銭術の進歩や手'1用者

等の手'1便性の追求などから高層化.探層化が進む

傾向にあり.建物情造11.気密性が高〈なってい

る.したがヲて火災が発生すると.捜煙・然気等

が長時間充満することが予怨される.

a煙 然気等の充満することが予1留される東京
消防庁官側区坂内の耐火建物火災は.昭和田年中

1380件川階以よ10曲件)発生しており.iII煙

~t\が消防活動を担害するため、 人命検索などの

行動時間が延長され，消防隊員の労働負担は極の

"回研究室

て厳しいものと伝っている.

本側査は.iI湿・黙気環境問で検索行動をITぅ

消防隊員の労働負担等を絶望し 消防隊員の安全

と消防活動の効率化に資するものである.

2 悶査内容

111温鑓集気がmます労働負1&
121 作襲安努力(J.ill.fす労働負担.

回 漕!I.M気内での自覚慰.

3 調査期間等

山 昭和臼年9月12日かり10月6日まで.

(2) 喝 ，ii
演纏・保気煉 (以下 r偵察室J というJ及

(110) 
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(3) 鵠査対象者

26織から37域£で"他国jタ消防車賀川で。時

別の~I線を畳けてい令 l 、 r. 9 人~調I!対象首

(以下 r t-J~ 何」と ， ，ヲJ とした.

4 韮備条件等

(11 装備条件

N!決杭lt.IlIj火火山毘靴fjど出火山喝')の

裟備に加え.》44I向5型空気呼吸樹 (8.オミノ

ぺ}全n袈した.(焚備箆重l>I.的23J..g)
間 環境条件

写n1 ，;)織俗資Ii.温度45-50・C.温度
30.......40% {泌胤ボイラーによる強制附現ん式

決ぴ寸イルパンよの灯総!の消費)及び煙ilU変

は爆発生誕慨により0.5mの距植が縦詔でき

る環境κ保った.

RftJ711 
:正直ト「351
一一一一置ヨ..霊盟国

写実 1 機索童全.. 

(31 負荷内容

ア 険芳行動 !の釘荷内容は。"'1からぬ6

のとおりである.

"'1 対象省" 一人ずつ機煙'!'I気を克
粛させた検覧室に入札訓練周ダ

ミー{以下 Yダミー」という.1，体

を発見するまで検信行動t-ITう.

写真 2li， No 1の実験状況である.

(ダミ の俄索予はおf.慢に触れ
るf'il左ftするJ

出2 対-'f!.lili.険禦闘の情報として図 i

の検信電平面回全確認した後.'" 1 

と同僚の環境条件。倹彼方法で"'1
とは異な勺た入fIか勺入。験符~行

う.

(lll) 

写真， "'1の実験状jR

No 3 : ，t.j象音11:，No 1と同僚の環境条件で

検!K; .o:r'~施し. ダミー ωOkg) 1 f"'-

を発見後。，~らにダミーの胸飢に

ロ プをmけ，指定した尿外の位置
まで{的32m)ー人で号l'、て僚出す

る.

•• 0岬 f'-ロ・..
6 H 回一一

回 1 倹素霊平面図

"'. 常温(温喧20-25・C.温度
35.......40%ト機狸克測の環境 てダ

ミ 4体を発見する検索そ行い 目

mにfすけたプ，ス タヮク 裂ドj形プ
レー トをHt"叶える行動を行う.(ダ

ミ の傾沼T:!I巳r.壁に触れる手
は右手 とrるJ

イ t東京行動11の負荷内界は.'" 5と尚6の

とおりである.

肋5 対象者のうち3人について.写真3

のどおり.体幹を90度前園し.ラン

ニノグマンン上企何分17m(襖煙内

会情按ずる喝合の透度)て 3分間の

lレ行を行う.



写実J ""5の実験状現

""6 対縁者'".体鉾を3D度前屈し。""5
と同織に3分間の歩行令行うa

5 胴査項目

111 身体特性

対線者の身体特性(身長.体盤。肺活量等}

~潤定する.

α) む拍数

胸郎3点9'・により機宇野む電野記録装置に
心鏑波形を配録し.R-R枝問繍の5拍分を i

分検Jlし.心拍散を算出する.

信}霊安¥;W費量

検索に使閉するボンベは，倹殺行動の前後

に自重量を糊奮台停で欄定し.ボンペの!Ii盤菱

から笠気消費量を算出する.

141 呼吸豊富

前12同機帰心電計配録援置で呼吸奮を録音

し.呼吸敏検出総置で算出する.

(51 アノケー ト圃ま

検察災施後.質問紙法を熔いてiII煙.需要気

円での自覚感についてアンケート関査を実絡

する.

6 使用慣器

. !聴倦心電計E録鍍r!1フクダ産業艶 SM-12) 

・心‘夜形分析装置(フクダ産業製 SFR-12) 

・繍密台符{村山製作所製 CM-IOO) 

・呼吸費生続出援慨 (竹井橡縫製 呼吸ユニッ ト

1251E) 

7 輔 果

出 身体特性

(112) 

対象者の身長町体1Il.腕話量得の身体格?を

は。表 1のとおりである.

表 1 身 体 符性

iH'!l~ ~-II(瞳) 身舟(，圃}体a(ql肺訴>t計Icc)

A J7 168 63 JJω 

R 30 170 " 
J7附》

C J6 163 62 4倒刻。

D J5 168 74 .100 

E J6 176 

“ 
4400 

F 26 169 

“ 
4](10 

G 34 1ω 65 抱卵

日 37 180 

“ 
S似J()

30 17J 63 33DO 

平均 33 I7l 66 3966 

(2) 'L-抽数

ア 検禦行動 1

"1 

..， 

他 3

尚4

検索行動IJ~ 1からぬ4 1以下 r陥 iまた

は.ぬ2 肋 J.ぬ4，という.1におりる

対象者の平勾む鎗散の変化11表2のと，;り

である.

""1は. 3分縫造時.161伯/分，ぬ21<:.

155鎗/分.No. 31i154鈎/分に逮している.

3また録商心始IW.Nn l1il67鎗/分.~2 

は162拍/分であるのに討し.地3は177始

/分とか伝り高い心伯量生に伝っていた.

方.偽気環境では"かったぬ41;1:， 2 

分経過暗から150鏑ノ分近〈のほぼ定常状

態を示していたが。II尚也、拍数では158拍/

分に遁していた.

表2 検察行動!の平均心鎗敏

1伊ffs2{分伯級ノ過分時} 1SFfp 置{高拍~ 拍分} 般
151 159 161 167 

146 153 155 162 

UI I<7 154 177 

IJ9 147 150 158 

(N -'" 9) 

イ 検索行動11

安野別に行った倹9慣行動尚 5及び陥6

{以下 rぬ5tたは""6，という.)にお1;

る対象者の平均心鎗散の変化11.袋3のと

S寄りである.



体併を90111前思した姿努 (以下，<1>11妥

勢J とH う.1のぬ51;t. I分録湿時 130 

拍/分 2分柑治時1401自，分.3分経過叫

144.Je/'分と徐々にmlmしていた.

一方.体併を301t" il~屈した盗勿(以下rや

や綿傾蛮併J というJのぬ6は.経始1田
拍ノ分以下の定常に近L、状怒となっていた.

表3 倹繁行動日の平均叶al!

l分泊続過分昨
Uiv *) 

2{分?自経過分時) 3(抽分経過分時} 

ぬ5 130 140 144 

No6 田 97 97 

(N= 3) 

印空気消俊量

ア倹w.行動 l

陥 1

No2 

No3 

出4

検定行動1に>;ける対象寄り平均12気消

費量l'袋4に示すとおり。No11.t59.6 e I 
分地2は57.6eJ分No3は56.0t I分t(霊

法であったが.No 4はlot以上少ない45.2

e/分であヲた.

一方，総空気剤"盆は陥 11:294 eぬ2
1孟278t ，般bI慢しい負荷"行った地3は

285 eであった.またぬ4は句検紫ダミー数
が多いため耐b良い検事官時('1を援し 47H

の空気を消費していた.

表a 検索行動!の平均空気消費量

空川気消〆費分怒} ~1l!気{/清}，eat 所要時間
59.6 2例 4分56秒

51.6 278 4分50抄

56.0 285 5分師砂

45.2 474 10分担秒

(N=  9) 

イ 検禦行動(¥

盗努別の対象者の平均空気ir1f'l雌は.表

5に示すと Sさり 1分程過略尚5は32.0f 

'分‘出61'::19.5U分であったが.3分経

過叫に1:，fob 5の56.011分に対してNo6

1，1. No 5の2分の l以下の21.0e I分にとど
まっていた.

(113) 

型建5 検察行動(¥の平均空気消費.

(N= J) 

同 呼唖鈴

ア 検索行動l

NoI 

No2 

No3 

." 

後索行動 !の対t/!dの平向毎分呼吸数はi

褒6のとおりである

表6 倹索行動!の平均呼吸数

1自勾F2l分問包過分~ 浩司FEtqR 
31 13 37 " 31 35 M " 28 31 33 35 

27 31 31 32 

(N=9) 

3分経過時.尚 1は37回/分地21:: 34 

/分.tt. 3 li33由/分と伝っていたが.No' 

は2分絞過時31阻/分 3分経過時b同織

の回散となって勾り No1. 2. 3に比べ

少なかった.

イ 検索行動11

敏般行動Hの対象荷の平均毎分呼吸敏l'

表7に示すと釘り. 1分経過時.No51;1:29 

田/分 3分経過時。32回/分と漸増して

いるのに対し 陶 6は鰻初からほぼ定明賀状

自慢の23固/分にとどまっていた.

表7 検索行動(¥の平均呼吸数

(51 自覚感

ア 人命険索中の r:j~施時聞の感じ方J につ

いては，表Bのとおり，出lの実施時聞は

平均5分H秒であったが。対象者の感じ方

1':， 9人中6人が領、4わ刻時間を誤ってお
り そのうち2人1;1:，3分以上の登kなっ

ていた.また.No 2の実箱崎聞は平均6分

2抄であったが。NoIと問機に9人中6人

が担っており!そのうち3人は3分以上の

施となっていた.



表8 崎聞の感じ方

イ 人命検素行動中の rきつきの暦じ方」に

ついてほ.炎9のと結りである.

""1の rさっき」の感じ方はかなりき

っ"，が 』人 ，きつもりは3人，ややき

つい.Jli 3人。 rきつ〈生かった」は 2人で

あった。

gた 最も厳しい食品7を待った出3では
r非常に き つbりが 2 入。 「か~り.つ，" 

が i人 ，きつもU が2人 「ややきつLり

が4人であった.

""1に比ぺ""3の方が さつい感じを受
付た者がやや多 〈伝ってL吋ょ.

表 9 'さっさ」の感じ方

「きっき」の度合い 実鹸ぬ l 実験地3

非常にきつい 。 2 

かなりきつい

.つい 3 2 

ややきつい 3 4 

きつ〈 なかった 2 。
(N= 91 

ウ 検索行動中の 「暑さの奇襲じ方』について

...表10のとおり r暑いJ l;t 4人;やや

暑かった」は2人 ，暑〈なかったJは3人

であった。

全般的にみて，検索家の温度は50・Cであ
るが.湿度1;1:30......40%であったζとか勺.

とりわけ厳 しい暑さを訴えている者Uな

かった.

表!o温度感覚

暑さの感じ方 実駿NoI

非常に暑かった 。
かなり暑かった D 

暑 L、 4 

やや暑かった 2 

暑くなかった 3 

(N= 9) 

(J 14) 

~ 人命倹繁行動中の 「続張度合」について

は。茨11のと必りである.

表11 緊張度合

「鷲姐」の度合E、 実駐NoI 実験"'2
非常に，院議した 。 。
かなり僻損した 3 。
緊捜した 2 1 

やや繁湿した 4 6 

緊視しなかった 。 2 

(N = 9) 
拘 Iの「かなり緊張した』は 3人.' 1時~

した」は2人，やや緊資したJI;14人であっ

た.また 情絡を得てから行ったぬ2では，

r際慢した」 は i人 rやや繁捜した」 は6

人，緊自慢し伝かったJ 11 2人となってい

1::'0 

ぬ 1の方がNo2に比ぺて やや高い緊張

廃合を示していた.

オ 検:>i行動前に地2は.情報として検索l<

の平面図』えぴ机や俺子事撃の~IlをEした図

薗を見せた.その効巣については.表12の

t>当りである。

褒12 情絡の参考度合

r情報の害't， 度合い{検索行動No2 ) 

大聖書考になった 2 

書考になった 3 

やや~考になった 2 

はとんど番考にならなかった

番考にならなかった

(N= 9) 

r大宜奮考になったsは2人.'1惨考になっ

たJ1;1: 3 人，やや参考に~ ったJ は 2 人.

rほとんど多考になら"かった， )人.'J; 

考にa・2fよかった， 1人と伝っており ば
っつきが大き〈なっているが.全般的に参

考に伝ったと答えていた.

~ 利e手による r安4し感」については焚13
のとおり である.右手でダミーを検禦し.

左手で壁に触れ伝がら行動した方が「安心

であった」 は5人 rやや安4じであった」は

4人であった.



全般的にみてー判急手が有予の鳩合 右

手でダミーを探す方が宮'LA~を与えると応

えていた.

袋日制き手による r安心感」

右手で憤捺1した方が安心であった 5 

右手で検索した方がやや安心であ勺た 4 

どちうの予で検索してb同じであった 。
在手で検'"したJ;が安心であった o 

左下で検索した方がやや安心であった 。
(N = 9) 

また ，行動の門滑さ」については表14の

と"りである.

右子でダミ 令揮す方が「円滑であったJ

"5人 ，やや円増であったjlJ4人であっ

マー'-. 
行動的円滑さについて b.ヨ!e'l.'怒と向俸
に利き手が右手のt結合.左手でl¥!に触れ

右手でダミーを探す方が行動ほ円滑であっ

たと答えていた.

表l' 倹索手による r行動岬円，骨さJ

右手で慎膏した方が円滑であった 5 

右手で検~した万がやや円滑であった 4 

どちらの手で検索して b同じであった 。
左手で検寓した方が円滑であった 。
左手で検索した方がやや円滑であった 。

(N = 9) 

8考察

1I1溜煙燃気が及lます労働負担

アむ泊紋

検察行動抽 I!l.び2の3分経過時をみる

と尚 1はNo2 に比べ~li ~ ，心拍数を示してい

る.'" 1の高い理由は.実験の級初であり.

情絡が全〈無かったことが後述のとおり，

行動強併に深 (11)縛~及ぽした bのと考え

らHる.

また 高温環境下 (以下 f高温下J とL、
うJで実施した出 1. 2. 3と常温環境下

(以下 r常温下」というJで楽施した陶4

についてみる と 3分経過8.'.尚 4に比べ

(115) 

陶 1.2. 3は.圧倒的に高い心拍数含示

して，.る.

高温下での作業は，七恨の活動が活発に

4まるとともに，作業効率が警u，り侵略間
続けることが質しい"

一方常温下で実絡した陥4が。150術/

分告絹えたむ舗数を示した ζとは.ilI爆の

みでb身体の負荷kして大き〈 彫習してい

る. これは 後遥する主長野の遣いによる労

働負担と考えられる.

また a最も厳しい負荷行動を行ヲた地3
についてみると.3分短過時までは出 1.

2に近い七泊数を示していたが その後の

ダミー搬出終了後に177伯/分に透してい

る.高温下で このよ うな厳しい負荷の行

動を畏時間行うことは姥しいといえる.

ζのζとから.高温下での行動に標して

は 消防隊員の休息等について細かな配意

が必要である.例えば.良荷強度を和らげ

るや.行動時聞を糧くする，妻名気内から脱

出後10分間程度休息しむ他散が100拍/分

以下に由彼するのそみて湾行動する町時間

内に回復がみ られない場合I 疲労がかなり

るると判断し.さらに休息をとるJ 防火
衣を脱いで体温を速やかに降下さぜる 発

汗が激しいので水分の綱給を行うなどであ

るー

また 高温環境は.呼吸循環機能に大

きな影"を及ぼすので句全身符久の鍛錬が

必要警である.したがって.普段のトレーニ

ング崎に...各隊員の体J).日頃の身体活

動状況生どをむとにトレーニングの強度や

頻度.時聞を定め 体温が上昇し.十分発

汗する阜で行うこkが大切でゐる.

イ 空気消慣厳

正高温環境下での倹素行動の空気消費141.t，

毎分561から曲eに還して結り 常温下で
の毎分4snζ比べかなり空気消S軽量が多 〈
Cよってb・る.
一方 ダミーを隙出する厳しい負荷 (鐙

高心拍依が示してU るJを行ったぬ3の空
気の梢衡が。他に比べ大きな稽加を示して

， .伝 ι、これは 対象者がダミ を一気に

屋外まで機出できると判断し行ったたの。



激しい負砲による鍛索負債の毘復が検繁室

から晩出し 呼吸器のol体雌腕後すなわち

ボンべ外の空気で賄われたものといえる固

高温下での行動".空気の梢賓が著し〈

増加するとと もに 回復過担中の敏紫梢貨

がかなり高い憾で鰍統するため自慢が遅れ

る引ので，行動時間や休息時間に対する配

置が必要である.

ウ呼吸数

NoIが他に比較して最も多い呼吸回数会

示しているのは，前述の心始数と同保にI

情報不足が行動姿勢に膨甥をEぽしたもの

と考えられる。

南海下の陥1. 2， 3は.常温下のぬ4

に比べ呼吸回数が多くなっており 高燃暴

露により体温が上昇し，呼気かりの水分蒸

発を盛んにするなどの理由で呼吸数が浴加

した ものである "

フ'J.No 3 ~H較 しい負荷を行った に むか

かわらず.No 1や2を圧倒的に上回る呼吸

回数がみられない.これは 前7川イで遺

べたと必り.対象者がダミ ー係出行動を短

時間で終えるため呼吸抑制を していたとい

える。したがって.屋外脱出後か信りの符

問機しい呼吸念各対象告に散見された。

(創 作業姿勢が&1ます労働負姐

ア iし、拍数

盗努別の労働負径の調査をおこ伝った

No5と6についてみると。3分後過崎.No 5 

は白1¥'06に比ぺ圧倒的に高い心飽数になっ

ており。中腰姿勢は。やや前傾資勢4こ比べ

労働負担がかなり大き 〈なっている.

また 中腰獲勢での検索行動は特に大

同部の筋負但が大き〈崎聞の経過と ともに

筋摘が生じ.長時間の作業が続けられなく

伝る"

したがって 1 局部に厳しい負荷のかかる

益努".短時間で終えるか または熱気等

によるAAfむを食うおそれが信いぬ昌は，安

，舎を変化与せるこ左が'ilま しL、.
このよ うな負荷の厳しい中腰盗努に耐え

るためには 普段の運動時に大砲部を鍛え

る筋力トレーニングそ加えることが必要で

ある。

(116) 

イ 空気消費量

No5は. 3分経過時，56.0 eの笠気の消
費をしているが.陥6は 2分の l以下の

20.0 eにと どまっている.中腰盗努とやや
前傾援を勢とでは空気消衡滋に圧倒的な遠い

がみりれ，中腰盗併による空気の泊費はか

なり多い。

ウ呼吸数

"'5は，負荷が厳しいので碕聞の経過と
ともに呼吸数は漸増しているが， 方の

No6は 負荷が小きいためほほ定常状態を

示しており守呼吸数においてもむ術数や空

気消費量と同僚に大きな温いを示している.

(3) ;1煙然気内での自覚感

ア時間の感じ方

検索中の時間の感じ方には。か伝 りばら

つきがみられた.これは注意の集中度合の

遣いによるものと考えられ，検索に対する

注.l!:の集中度合が商げれば感覚による時間

の氾慨は難しいといえる.

したがって，検察時の安全を保侍するた

めには，適時.呼吸器の圧力僧示計で空気

残盆を確認する必要がある.

イ 「きっきJ の感じ方

助 1では 大方の者は，とりわげ鰻しい

きつきを感じていなかった固これはー検索

時間が比較的に埼時間であったことや，検

索更の温度が50・C以下，湿度が40%以下に
とどめられたニとなどによるむのと考え ら

れる。しかし ぬ3では，厳しいきつき合

感じた者がやや場加している.

全身符久力にg盛れている者は 高温毘境

下にも強いといわれてMり.負荷強度が厳

し〈なると，各人のbつ体力差が顕著とな

り，感じ方6こ相違がでてくるものと考えら

れる.

ウ 「暑さ」の感じ方

大方の者は厳しい暑さを感じな必った。

と応えており 前イ と同線に環境条件が緩

やかであったことや 検察行動時測が短時

間であったこ となどの'臨海と考えりれる。

高温下で防火衣を審問して行動した場合.

体内で産生した似量が外部へ十分級散され

ないため 時間の経過とと bに。体温や皮



'"語1.心始数が常温下に比べ上界するので
長時!聞の行動は緑しい.また，行動が長時

間になり体温の00;;限界を紐えると。算処中
症の抱険が生じて〈る.印

したがヲて，高謹下で安全信行動を完結

するには。休息等について前7(1)アで述べ

た対応が必堕である.

また，防火衣は，般射熱をある都度遮断

して身体会防揮しているが 1¥11実温度等の

JE盤が織し〈なるので.適時 皮膚の7lUl

部分で'内気の状況..偲也し。高"'1降飽によ
る然働危険を遭"る配慮が必寮である.

エ努濃度合

ぬ lと'"とをみると No1のJ句が若干

咳捜していた.この緊娘のi{W 実験の最
初であったことや.情報が全〈仕かった令

どによるものと考えつれる.

しかし 何時火炎が噴出するかなど予棚

出来信い危険のある火史現喝では，緊張箆

合".かなり高〈信るものと考えりれる.

したがって 緊張そ珂らげる力説(安七

懸を得る情報等}について筏Jをして必〈

ことが大切である.

オ情報の効果

情絡の書考慮合については 情報のとら

え方や配憾の機度に遭いがあるためか伝り

ばらつ8がみ勺れたが.概ね有効であると

いえる.

情銀の有MIi.t.検索開始後の行動に大き
'"彬"を及ぽすことは想像に礎〈信い.し

かし.配憶に強〈印象づけつれ"い情報は

混乱を来すおそれがあるので 造げ遅れ人

数.検索室の大きさ 出入ロの位置，活動

闇穫となる危険物の有無努の有効な情報

{行動を門揖にする情報，心型的安心感を

得る情緒場事}や記憶度合伝どについて火災

後や浪噌内での検劣訓練後などに情緒の効

果について自主dして必〈ニとが大切Jである.

カ 利き手の効果

繭査対縁者は全て右手が"1さ手主寄えて

おり 本検討H1のよう(.::rlo!に触れることが

できる弘古。左下で雪量に触れ伝がるl1手で

ダミ-.検索した方が安 L'で.かつ円滑信

行動ができたと令ごの警が蓄えている.

(117) 

右手は.つかむ目湿る、つまをrなどの仕

事に有利であるが，ー方の左手は.lfやE転
々どに触れて空間を必知ずる ことに後札て

いる.(利き Fが左下である者は ニの逆で
あるといわ札ている0)，1 
したがって 人命後指行動に障しては

刊さ子の徴能に進も、があることを廟解し.

その能力を'1ーかして検影する ことが幼拠的

で必る.

9 まとめ

浪壊倶気内を中むとした英敏.考124結巣につ

“て述べて きたが.主な項目について挙げると次

のとおりである.

01 高温下における消防活動は 常温下に比べ

労働負担が非常に大さ〈畏時聞の作集が録し

いので，消防陣員の休息等について細かな配

怠が必要である.問えぽ 烈気内から脱出後

¥0分間れl度休思し.むf自訟がl曲泊/分以下

(時間内iニ回復がみつれタい喝i'<.@.:労が大

会いと判断し.さらに休息4をとる.1に回復す
るのを椅ち かつ 体温のよ界により呼吸鮫

がかなり相加するので.呼吸の回復もみてか

り湾び行動を行うや防火衣会綬いで上昇した

体温の降下を選める 発汗が激しいので水分

の機絵を行うなどである.

高温環境の対応脱力として、呼吸 ー循環後

艇が大き〈能慢する.その償提能の雄舟強化を

図るためには 全身符久hの鍛錬が必隻であ

っ。 トレーニング対象者の体力や臼頃の身体

活動状況などをもとに tレ ニング強度や時

閉鎖債を定的体温がよ界し十分発汗す

る.で行うことが大切である.

(創作業盗'ーから労働負担をみると，中郡安"

は，下阪.持に大腿A1の筋負担が大き くなり.
時間の経過ととむに 筋織が生じ.畏時間の

作集会、続:1りれなく信る.したがって.中腰

盗"をする犠合".問時明で終了させるか文

ij.偲気:>;:こより似l轟をl¥う危険がない場合

や危脅肪止が図れる場合伝どは'l!努全宜化主

せ 労働負坦の鐙訴を固るこ左む大同である.

aι 普段の吋応として".大腿部を中むと
した下肢のトレーニングを行い.中腹話益"に

耐える筋力の純情強化を困る ことが大切であ



る。

(3) 濃煙・熱気内での自覚感をみると，感覚に

よる時間の杷握は，検索作業に注意が集中す

ればするほど難しくなるので，検索可能時間

は，適時，呼吸器の圧力指示計で確認して行

うことが安全である。

きっさの感じ方については，各人のもつ持

久力に左右され，全身持久力の優れている者

は，高温環境下に強いといわれている。また.

緊張度合については，訓練では安全が確保さ

れているので¥少ないといえる。しかし，危

険にさらされる火災現場では，かなり緊張が

高くなることが予想されるので，緊張を和ら

げる方法(安心感を得る情報等)について検

討しておく必要がある。

検索行動に役立つ情報(心理的安心感を得

る情報や安全を確保する情報，行動を円滑に

する情報等)や記憶度合について火災後や濃

煙内の検索訓練後などに効果について確認し

ておくことが大切である。

(J J8) 

さらに，検索手については，右手が来IJき手

の場合，右手は要救助者の検索に，一方の左

手は，空間の認知に使い分けをする方が効果

的である。(手11き手が左手である者は，逆であ

るといわれている0)
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